
基礎知識
CKD総合
―

ヘルスリテラシー［おもて］

CKDと情報収集

ヘルスリテラシーを身につけることは、
自分らしく生きながら、腎臓を守ることにつながります。

出典：中山 和弘（著）『これからのヘルスリテラシー 健康を決める力』講談社（2022/12/8）

ヘルス+リテラシー

慢性腎臓病

健康の増進や維持、
治療方法、食事内容、生活習慣

必要な情報を入手し、
理解し、知識として活用する能力

ヘルスリテラシーには3つのレベル（段階）があります。

医師から、病気の概要、きちんとコントロールしないと病気が
進行すること、起こりうる合併症、療養生活の中でも食事療法
が重要であることなどの説明を受けた。
　  このリテラシーが身につくと可能になること
医師の説明が理解できた。

食事療法を実践するために食事内容を変えたいが、料理が全
くできない。
　  このリテラシーが身につくと可能になること
家庭や職場で、食事内容を変える必要があることを説明して、
減塩メニューに変えてもらうなど、協力をスムーズに得た。

食事療法を実践しようにも料理が全くできない上、周囲の理解
および協力も得られない。
　  このリテラシーが身につくと可能になること
家族をなんとか説得する、職場で上長に掛け合いつつ同僚に
協力を求めるなど、さまざまな手段を使って協力を得た。

機能的ヘルスリテラシー
情報を理解する

相互作用的ヘルスリテラシー

行動に移すために
周囲の協力を得る

批判的ヘルスリテラシー

行動に移せないため
周囲の環境を変える
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ヘルスリテラシーのプロセス
医療に関するさまざまな情報源調べる

選ぶ

活用する

インターネットで

得た知恵を
日常生活に活用できる

治療のメリットと
デメリットを理解できる

自分の状態を
伝えることができる

納得して治療を
受けることができる

書籍で、テレビで 同じ病気をもつ仲間から
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無数の情報の中から有益なものを選ぶ

医療情報を使いこなす

情報収集の心得や、情報収集の
ポイントは「CKDの情報収集の心得」
シートでご覧ください。

医療者は専門的な知識と経
験に基づき、個々の患者に最
適な情報を提供しているよ。
自分で調べる中で気になった
ことは、身近な医療者に共有
して相談してみよう。
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